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神戸大学は2022（令和4）年に創立120周年を迎えます。

創立120周年を記念して、学内外へのPRとその気運を盛り上げるため、キャッチ
コピーとロゴマークを作成しました。 
キャッチコピーは、「知・人・共創と協働」で、価値を創造する知、有能人材を
創り、異分野共創と協働をスローガンとして力強く創造的変革に挑戦していく
ことを意味しています。 
ロゴマークは、建学から今日までの120年の伝統を受け継ぎ、新たな価値発信を
めざす本学の姿をイメージしています。
今後、120周年を記念した様々なイベントを開催する予定です。
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アンケートにご協力いただきプレゼントに応募された方の中から抽選で 3 名様に
「神大うりぼーグッズ詰め合わせ」をプレゼントいたします。

“神大うりぼーグッズ詰め合わせ”プレゼント！

●プレゼント応募締切：2021年9月30日(木)　
●ご回答方法：QRコードを読み取ってご回答ください。
●プレゼント応募方法：アンケートの最後に必要事項を記入してください。

※グッズは一例です。

クリアファイル

ノート

アンケートは随時受け付けています。

読者の皆様へ
アンケートご協力のお願い

神戸大学広報誌「風」をお読みになっての感想をお聞かせください。
今後の誌面作りの参考にさせていただきます。
アンケートの所要時間は３分程度です。

ふせん
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神
戸
大
学
医
学
部
附
属
病
院 日清戦争頃の神戸病院スタッフ（明治27年頃）

地震発生翌日の負傷者であふれる医学部附属病院（平成7年）

　近代日本の幕開けとなった明治黎明期の神戸では、近代化

を先導する高度な専門的職業人の活躍が期待された。神戸開

港まもなく外国人居留民からの強い要望により病院建設の

寄付募集が始まり、「兵庫商人」と呼ばれた富裕な商人層を中

心とする有志者からの出資により、神戸開港1年5 ヵ月後の

1869年5月31日（明治2年4月20日）、外国人雑居地の八部

郡神戸字宇治野村（現在の神戸市中央区下山手通8丁目付近）

に神戸病院が開院した。これが現在の神戸大学医学部附属病

院の淵源となる。神戸病院は1877（明治10）年に公立神戸病

院と改称し、1882（明治15）年に兵庫県立神戸病院となる。

最新医療を兵庫県下に導入し、西南戦争ではコレラ罹患の政

府軍兵士が兵庫港に上陸して神戸でコレラが大流行し道ば

たに死者があふれると、神戸病院は綿密な防疫方法を発表す

るなどの活躍を見せた。また、日清戦争の従軍記者であった

俳人・正岡子規が清国からの帰途に結核を悪化させ入院した

のも神戸病院である。さらに、主に外国人への性病感染を防

止するため性病専門の附属梅毒（黴毒）病院を併設して娼妓

（公認の売春婦）の梅毒検査や治療を行うなど、国際港湾都市・

神戸の発展を医療面で支え続けた。神戸病院では開院当初か

ら医師の養成も行っており、1876（明治9）年に正式に神戸病

院附属医学所を設置、1882（明治15）年兵庫県立神戸医学校

となり、神戸病院の医師たちが診療の傍ら教員を務めた。ま

た神戸病院では薬学教育も行っており、1883（明治16）年神

戸医学校附属薬学校を設置、翌年兵庫県立神戸薬学校となっ

たが、松方デフレの影響で地方財政が悪化し、政府が県立医

学校への地方税の支出を禁じたことなどにより、1888（明治

21）年神戸医学校と神戸薬学校はいずれも廃校となり、兵庫

県の公的医師養成機関はひとたび幕を閉じた。その後も神戸

病院は、県下医療医学研究機関の中核であり続け、兵庫県医

学会でも神戸病院の医師がその主軸として活躍した。現所在

地（現在の神戸市中央区楠町7丁目）に移転したのは1900（明

治33）年である。同年神戸病院に看護婦養成所が設置され看

護婦の養成が始まり、翌年には産婆の養成も始まる。転換点

となったのは、太平洋戦争下の医師不足を解消するため

［特集1］ 異分野で「共創」し、「協働」する新たな卓越研究教育事業

［特集2  神大研究ズームアップ］ 涙で乳がんを検出する検査法を開発
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2021年4月1日、神戸大学の第15代学長に、医学研究科長の藤澤正人教授が就任した。

任期は4年間。藤澤新学長は、手術支援ロボットを用いた前立腺がん手術の国内における

パイオニアとして知られ、多くの共同研究に携わる一方、自ら執刀医として手術支援

ロボットの開発に携わってきた。藤澤新学長に、就任の抱負と、神戸大学がめざす未来像

について聞いた。

表紙写真：「ICCRC」神戸大学 医学部附属病院 国際がん医療・研究センター ╱ 神戸市中央区港島南町1-5-1

「神大」ヒストリー
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異分野で「共創」し、「協働」する
新たな卓越研究教育事業

特  集  １　  藤澤正人新学長に聞く、神戸大学がめざす未来像

1944（昭和19）年に兵庫県立医学専門学校が設置され、半世

紀ぶりに県下の医師養成が再開したことである。神戸病院は

同校の「附属医院」となった。県立医学専門学校は1946（昭和

21）年兵庫県立医科大学（旧制大学）に昇格し、1952（昭和

27）年兵庫県立神戸医科大学（新制大学）となり、附属医院は

同大学附属病院となる。もう一つの転換点は、1964（昭和

39）年神戸医科大学の国立移管により神戸大学医学部が誕生

し、3年後の1967（昭和42）年附属病院も国立移管されて神

戸大学医学部附属病院となったことである。1995（平成7）年

の阪神・淡路大震災では、附属病院は連日の極限状態の中で

被災者の体と心の診療に総力を挙げて取り組み、翌年兵庫県

の災害拠点病院に指定された。その後も災害医療の先駆者と

して人材育成に努めると共に、台湾集集地震など海外災害救

護活動にも積極参加した。神戸の震災復興プロジェクトとし

て始まった「神戸医療産業都市」の中核地ポートアイランド

に初めての大学医学部拠点として、2017（平成29）年に神戸

大学医学部附属国際がん医療・研究センター（ICCRC）を開院

した（2年後に附属病院に再編）。ICCRCは2020（令和2）年に

「神戸未来医療構想」のリサーチホスピタル（実証実験拠点）

となり、国産初の手術支援ロボット「hinotori」による1例目の

手術が実施された。附属病院は今年4月に臨床研究中核病院

として承認され、今後はICCRCを基盤に医療現場のニーズを

迅速かつ的確にとらえ世界最先端の国産医療機器開発によ

る医療発展と地方創生に貢献できる医工融合型人材の育成

に努め、“医療機器開発製造のメッカ・神戸”の実現化を先導

することが期待されている。

                             （大学文書史料室 室長補佐　野邑理栄子）
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の
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野
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、
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研
究
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域
の
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で
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。
医
学
研

究
科
長
と
し
て
も
う
し
ば
ら
く
医
学
研
究

科
・
地
域
医
療
の
発
展
に
貢
献
し
た
い
と
い

う
思
い
も
少
し
は
あ
り
ま
し
た
が
、
学
長
に
就

く
チ
ャ
ン
ス
を
頂
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
今
度
は

神
戸
大
学
全
体
の
た
め
に
心
血
を
注
ご
う
と
決

心
し
ま
し
た
。
神
戸
大
学
は
、
私
の
母
校
で
あ

り
本
学
へ
の
愛
着
心
と
誇
り
は
人
一
倍
あ
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
私
の
研
究
教

育
活
動
と
、
神
戸
大
学
医
学
部
附
属
病
院
長

そ
し
て
医
学
研
究
科
長
を
務
め
た
経
験
を
活
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し
、
学
長
と
し
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の
リ
ー
ダ
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シ
ッ
プ
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っ
か
り
と
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継
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改
革
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大
学
運
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め
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い
き
ま
す
。

　
神
戸
大
学
は
10
学
部
15
研
究
科
を
有
す
る

総
合
大
学
で
あ
り
、
人
文
・
人
間
科
学
系
、

社
会
科
学
系
、
自
然
科
学
系
、
生
命
・
医

学
系
が
連
携
し
な
が
ら
共
生
し
、
豊
か
な
研

究
教
育
環
境
を
築
き
上
げ
て
い
ま
す
。
そ
の

環
境
の
な
か
で
潜
在
的
な
研
究
教
育
資
源
を

活
用
し
、
知
的
活
動
や
創
造
力
に
よ
っ
て
真
理

を
探
求
す
る
「
基
礎
科
学
研
究
」
、
そ
し
て
地

域
社
会
と
共
に
創
る
「
応
用
科
学
研
究
」
を
遂

行
し
て
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
創
出
・
社
会
実

装
す
る
と
と
も
に
、
卓
越
し
た
教
育
に
よ
っ
て

人
材
を
育
成
し
、
社
会
に
貢
献
す
る
こ
と
が
大

学
と
し
て
の
使
命
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
、
大
学
間
の
連
携

も
視
野
に
入
れ
、
投
資
家
、
産
業
界
、
自
治
体

な
ど
と
よ
り
連
携
・
共
創
し
、
研
究
教
育
お
よ

び
経
営
の
創
造
的
改
革
に
取
り
組
み
、
国
内
外

か
ら
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
研
究
者
を
集
め

て
、
国
際
的
な
卓
越
研
究
教
育
共
創
拠
点
を

形
成
し
て
い
き
ま
す
。
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神戸大学を未来社会で躍動する
知の世界拠点に

神戸大学を未来社会で躍動する
知の世界拠点に

異
分
野
共
創
に
よ
る

研
究
教
育
事
業
に
お
い
て
協
働
す
る

　
学
長
に
就
任
す
る
に
あ
た
り
、
神
戸
大
学

の
新
た
な
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
ま
し

た
。
そ
れ
は
「
知
と
人
を
創
る
異
分
野
共
創

研
究
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育
グ
ロ
ー
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ル
拠
点
」と
し
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進
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と
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す
。
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。
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の
大
学
院
学
生
や
若
手
研
究
者
を
経
済
的

に
支
援
し
、
優
秀
な
学
生
や
若
手
研
究
者

の
学
内
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を
支
援
す
る
体

制
を
強
化
し
ま
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
デ
ジ
タ
ル
化
の

要
請
に
応
え
る
教
育

　
教
育
に
お
い
て
は
、
持
続
可
能
な
こ
れ

か
ら
の
社
会
を
豊
か
に
生
き
る
た
め
に
必

要
と
な
る
多
様
性
、
国
際
性
、
卓
越
性
、

柔
軟
性
を
育
む
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
重
視

し
ま
す
。Ａ
Ｉ
、Ｉ
ｏ
Ｔ
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

解
析
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
基
盤
を
も
と
に
大
学
の
知
的

資
源
を
最
大
限
に
活
用
し
、
新
た
な
価
値

を
創
造
し
て
社
会
実
装
で
き
る
有
能
な
人

材
を
養
成
し
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
文
理

の
枠
を
超
え
て
社
会
と
連
携
し
、
産
官
学

共
創
に
よ
る
知
識
、
能
力
、
技
術
の
実
践

的
教
育
、
価
値
創
造
教
育
、
社
会
実
装
に

向
け
た
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
教
育
、
さ
ら

に
数
理
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
教
育
を
推
進

し
ま
す
。

　
ま
た
、
国
際
教
育
支
援
や
留
学
環
境
の

整
備
を
強
化
し
、
海
外
卓
越
大
学
と
の
国

際
交
流
や
共
同
教
育
を
推
進
し
、
グ
ロ
ー

バ
ル
化
を
進
め
る
こ
と
も
重
要
な
課
題
で

す
。
さ
ら
に
、
海
外
留
学
生
の
み
な
ら
ず

社
会
人
、
障
が
い
者
、
幅
広
い
年
齢
層
の

学
生
等
す
べ
て
の
学
生
が
安
心
し
て
学
べ

る
環
境
と
、
質
の
高
い
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
、

Ａ
Ｉ
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
教
育
を
兼
ね
備

え
た
「
グ
ロ
ー
バ
ル
＆
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ

キ
ャ
ン
パ
ス
」
を
充
実
さ
せ
、
デ
ジ
タ
ル

社
会
で
活
躍
で
き
る
有
能
な
人
材
を
育
成

し
ま
す
。

特集 1  異分野で「共創」し、「協働」する新たな卓越研究教育事業

兵庫県出身。神戸大学大学院医学研究科を修了。2005年、神戸大学

大学院医学系研究科教授になり、同大医学部附属病院長や学長

補佐を歴任。2019年、医学研究科長に就任。

手術支援ロボットを用いた腎がん部分切除手術の保険適用を主導

的立場で推進し、2016年4月、前立腺がんに続き国内で二番目と

なるロボット手術の保険適用を実現に導いた。同分野における日

本のトップランナーとして常に先進的な視点を持ち、後進の育成

とロボット手術の普及に向けて尽力している。2020年8月にはメ

ディカロイド社（神戸市）と国産初の手術ロボット「hinotoriTM」

を開発、薬事承認を受けた。（7ページ参照）

藤澤 正人
FUJISAWA Masato

国立大学法人 神戸大学 学長

前神戸大学大学院医学研究科長、外科系講座腎泌尿器科学分野教授、

泌尿器科専門医・泌尿器科指導医

「
共
創
」と「
協
働
」が
ス
ロ
ー
ガ
ン
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　2020年12月14日、神戸大学医学部附属病院国際がん医療・
研究センター（ICCRC）において、国産初の手術支援ロボット
「hinotoriTM」を使った1例目の手術（前立腺がんの全摘手術）が
行われた。執刀医は、当時医学研究科長、腎泌尿器科教授だっ
た藤澤正人学長、日向信之特命准教授。
　「hinotoriTM」は、神戸大学と株式会社メディカロイド（川崎
重工業とシスメックスが共同出資）が連携し開発した国産初の手
術支援ロボットで、2020年8月に薬事承認を受けた。ロボット
のアームを離れた場所にあるコックピットで鮮明な3D映像で写
し出される術野を見ながら操作する仕組みで、従来よりも精緻
な手術が可能になっている。

神戸大学が開発に協力
国産初の手術支援ロボット「hinotoriTM」
世界初！遠隔手術の実証実験を開始

藤澤正人　メディカロイド
川崎重工業とシスメックスが共同出資開発協力・１例目の執刀医

　手術支援ロボットでは海外製の「ダヴィンチ」が有名で、世界中
で6000台以上が稼動中。基本的な機能に大きな違いはないが、
「hinotoriTM」は、コンパクトでアームの自由度がより高く、手術
時に操作スペースを確保しやすい優位性がある。そして、何よりも
国産の強みが出せる。現在、手術動作をAI解析によって見える化
し、若手医師が熟練医師の手術を学ぶトレーニングシステムや、
第5世代移動通信システム（5G）を活用した遠隔手術支援システム
の開発に取り組んでいる。神戸大学では、既にICCRC内に実証
実験施設「プレシジョン・テレサージェリーセンター」を立ち上
げ、手術支援ロボットhinotoriTMの商用５Gネットワークを介し
た遠隔操作の実証実験を、世界で初めて実施している。

　神戸大学大学院医学研究科は、2021年2月10日、神戸市、楽
天メディカルジャパン株式会社と、新たながん治療の研究開発に
関する連携・協働協定を締結した。神戸医療産業都市において、

toppics

米国国立がん研究所主任研究員・小林久隆氏らが開発した「がん
光免疫療法」の適応領域を拡大する研究開発や本治療を施行する
医師の手技教育などに取り組む。
　がん光免疫療法は、がん細胞に結合する専用の薬剤（アキャ
ルックス）を投与後にレーザー光を照射してがん細胞を破壊する
低侵襲な治療法。神戸大学は、頭頚部がんに対してすでに患者さ
んの治療を開始しており、今後、光免疫療法の教育・普及に貢献
するとともに、前立腺がん、膀胱がんなど泌尿器科領域への適応
を拡大する研究に取り組む。
　藤澤学長は、「まずは、頭頚部がんの治療を推進し、他の領域にも展開
していく。泌尿器科領域のがんに対する光免疫治療では複数のアイデ
アを持っている」とし、光免疫療法を神戸から世界に広げていく考え。

がん光免疫療法の研究開発と治療を
神戸から世界へ広げる

神戸市、楽天メディカルジャパン、神戸大学が三者連携

　
構
成
員
一
人
ひ
と
り
が
、
教
育
研
究
・

業
務
に
持
て
る
力
を
最
大
限
に
発
揮
で
き

る
よ
う
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
を
積
極
的
に

推
進
し
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
環
境
づ
く

り
に
取
り
組
み
ま
す
。
多
様
な
人
た
ち
を

受
け
入
れ
る
環
境
を
大
学
と
し
て
整
備

し
、
誰
に
も
や
さ
し
い
環
境
の
大
学
、
開

か
れ
た
大
学
を
作
り
上
げ
る
こ
と
が
私
の

理
想
で
す
。
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た

教
育
環
境
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
次

世
代
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
基
盤
を
整
備
し
、
学
内

あ
る
い
は
社
会
人
学
生
、
海
外
学
生
へ
の

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
よ
る
遠
隔
教
育
や
、

ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
利
用
し
た
学
習
者
主
体

の
反
転
教
育
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
教
育
改
革

を
進
め
、
バ
ー
チ
ャ
ル
と
リ
ア
ル
空
間
が

調
和
し
た
時
空
を
超
え
る
大
学
を
目
指
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

国
際
的
な
社
会
貢
献
に
よ
っ
て
、

神
戸
大
学
の
ブ
ラ
ン
ド
価
値
を
向
上

　
こ
の
よ
う
な
研
究
教
育
を
推
進
し
て
い

く
う
え
で
、
神
戸
大
学
を
取
り
巻
く
神
戸

市
、
兵
庫
県
、
関
西
広
域
、
地
元
企
業
な

ど
と
多
角
的
に
連
携
し
て
い
く
た
め
の
有

機
的
で
太
い
研
究
教
育
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を

構
築
す
る
こ
と
が
重
要
に
な
り
ま
す
。
広

域
的
な
「
神
戸
産
官
学
連
携
研
究
教
育

プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
」
の
設
置
に
向
け
た
取

り
組
み
を
進
め
、
異
分
野
共
創
型
の
卓
越

研
究
教
育
事
業
を
推
進
し
ま
す
。
そ
し

て
価
値
を
創
造
し
応
用
具
現
化
し
て
い
く

『
知
』
を
創
る
、
有
能
『
人
材
』
を
創
る
、

卓
越
『
環
境
』
を
創
る
の
「
三
創
」
を
実

現
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
貢
献
し
、

神
戸
大
学
の
ブ
ラ
ン
ド
価
値
を
高
め
て
い

け
る
よ
う
、
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
神
戸
大
学
は
学
生
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、

自
身
の
成
長
感
を
味
わ
え
る
、
志
と
夢
を

実
現
で
き
る
大
学
で
す
。
若
い
研
究
者
や

学
生
の
皆
さ
ん
に
は
、
夢
と
情
熱
と
少
し
の

貪
欲
さ
を
持
っ
て
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
少
し
の
貪
欲
さ
と
は
、
積
極
性

と
考
え
て
も
い
い
で
し
ょ
う
。
迷
っ
た
と
き

は
前
へ
進
み
、
チ
ャ
ン
ス
を
逃
さ
ず
、
逆
境

を
跳
ね
の
け
て
、
そ
れ
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
し

て
前
を
向
い
て
全
力
で
頑
張
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
決
し
て
自
身
の
成
長
に
壁
は
作
ら

ず
、
と
に
か
く
挑
戦
し
て
み
て
ほ
し
い
。
神

戸
大
学
に
入
学
さ
れ
る
優
秀
な
学
生
さ
ん
に

は
、
ど
こ
ま
で
自
分
が
頑
張
れ
る
か
、
挑
戦

し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
大
学
と
し

て
最
大
限
サ
ポ
ー
ト
し
て
と
も
に
歩
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
神
戸
大
学
は
、
来
年
２
０
２
２
年
に
創
立

１
２
０
周
年
を
迎
え
ま
す
。
今
後
、
知
・

人
・
共
創
と
協
働
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
、

教
職
員
一
丸
と
な
っ
て
力
強
く
創
造
的
変
革

に
挑
戦
し
、
輝
く
未
来
社
会
で
躍
動
す
る
知

の
世
界
拠
点
と
し
て
の
神
戸
大
学
の
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
に
注
力
し
ま
す
。
そ
し
て
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
終
息
と
と
も
に
変
化

し
て
く
る
社
会
に
お
い
て
地
域
の
核
と
な

り
、
地
方
創
生
に
貢
献
し
な
が
ら
、
日
本
、

世
界
に
も
情
報
発
信
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
社

会
貢
献
が
で
き
る
よ
う
全
力
を
尽
く
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

価
値
を
創
造
す
る「
知
」、有
能「
人
材
」、卓
越「
環
境
」を
創
り
、

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
エ
コ
シ
ス
テ
ム
を
構
築

特集 1  異分野で「共創」し、「協働」する新たな卓越研究教育事業

Message from the 
President

2
知の創出

環境の創出 人材の創出

財の循環

イノベーションエコシステムの確立

持続可能で堅固な研究教育経営体
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特集 2   神大 研究ズームアップ

涙
で
乳
が
ん
を
判
定
す
る

「
T
e
a
r
E
x
o（
テ
ィ
ア
エ
ク
ソ
）法
」

|
涙
で
乳
が
ん
を
検
出
し
よ
う
と
考

え
た
理
由
は
？

　乳
が
ん
は
女
性
が
罹
患
す
る
が
ん
の
中

で
最
も
患
者
数
が
多
い
病
気
で
す
。
最
新

の
統
計
に
よ
る
と
、
生
涯
で
女
性
の
9
人

に
1
人
が
乳
が
ん
を
患
う
計
算
に
な
り
ま

す
。
乳
が
ん
は
早
く
見
つ
け
て
治
療
す
れ

ば
命
を
落
と
す
こ
と
が
少
な
い
病
気
で
す

が
、
検
診
の
受
診
率
は
低
迷
し
て
お
り
、

死
亡
者
数
も
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

も
っ
と
気
軽
に
受
け
ら
れ
る
、
精
度
の
高

い
検
査
法
が
あ
れ
ば
…
と
い
う
思
い
か
ら

研
究
を
始
め
ま
し
た
。

　涙
に
着
目
し
た
の
は
、
採
取
が
容
易
だ

か
ら
で
す
。
被
験
者
が
自
分
で
簡
単
に
採

取
で
き
ま
す
し
、
乳
房
を
圧
迫
し
て
撮
影

を
す
る
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
の
よ
う
な
痛
み

も
な
い
の
で
、
気
軽
に
受
け
ら
れ
る
検
査

を
実
現
す
る
上
で
理
想
的
で
す
。
実
際

に
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
寄
せ

ら
れ
る
応
援
コ
メ
ン
ト
に
も
「
涙
で
検
査
が

で
き
れ
ば
嬉
し
い
」
と
い
う
声
を
た
く
さ
ん

い
た
だ
き
ま
し
た
。
涙
に
は
血
液
な
ど
と

違
っ
て
夾
雑
物
が
少
な
い
利
点
も
あ
り
ま

す
が
、
が
ん
診
断
の
バ
イ
オ
マ
ー
カ
ー
と

な
る
エ
ク
ソ
ソ
ー
ム
は
血
液
中
よ
り
も
少

な
い
の
で
、
分
析
の
感
度
を
上
げ
る
難
し

さ
は
あ
り
ま
し
た
。

|
エ
ク
ソ
ソ
ー
ム
と
は
？

　エ
ク
ソ
ソ
ー
ム
は
あ
ら
ゆ
る
細
胞
か
ら
放

出
さ
れ
る
細
胞
外
小
胞
の
一
つ
で
す
。
が
ん

細
胞
は
正
常
な
細
胞
と
は
異
な
る
エ
ク
ソ

ソ
ー
ム
を
放
出
し
ま
す
。
そ
し
て
、
が
ん
細

胞
か
ら
出
る
エ
ク
ソ
ソ
ー
ム
は
が
ん
の
増
殖

や
転
移
に
関
わ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て

お
り
、
が
ん
診
断
の
バ
イ
オ
マ
ー
カ
ー
と
し

て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
涙
の
中

の
エ
ク
ソ
ソ
ー
ム
を
測
定
し
、
が
ん
の
有
無

を
判
定
す
る
方
法
と
し
て
「
T
e
a
r
E
x
o

法
」を
開
発
し
ま
し
た
。

　検
査
の
手
順
は
、
ま
ず
ド
ラ
イ
ア
イ
の

検
査
で
用
い
る
シ
ル
マ
ー
試
験
紙
を
目
尻

に
挟
ん
で
、
涙
を
採
取
し
ま
す
。
そ
の
試

験
紙
を
リ
ン
酸
緩
衝
生
理
食
塩
水
に
浸
し

て
涙
液
中
の
エ
ク
ソ
ソ
ー
ム
を
抽
出
し
、

そ
の
検
体
を
私
た
ち
が
開
発
し
た
自
動
分

析
装
置
に
セ
ッ
ト
し
て
エ
ク
ソ
ソ
ー
ム
を
測

定
し
ま
す
。
が
ん
細
胞
由
来
の
エ
ク
ソ

ソ
ー
ム
が
検
出
さ
れ
れ
ば
、
体
内
に
が
ん

が
存
在
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
涙
に

含
ま
れ
る
エ
ク
ソ
ソ
ー
ム
は
血
液
中
の
10

分
の
1
以
下
と
少
な
い
の
で
、
測
定
の
感

度
を
上
げ
る
た
め
に
、
独
自
の
セ
ン
シ
ン

グ
チ
ッ
プ
を
開
発
し
ま
し
た
。

 

|
セ
ン
シ
ン
グ
チ
ッ
プ
と
は
？

　エ
ク
ソ
ソ
ー
ム
を
捕
捉
し
て
測
定
す
る
た

め
の
チ
ッ
プ
で
す
。
エ
ク
ソ
ソ
ー
ム
の
大
き

さ
は
1
0
0
ナ
ノ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
。
そ
れ
と

ほ
ぼ
同
じ
サ
イ
ズ
の
穴
を
チ
ッ
プ
表
面
に
た

く
さ
ん
開
け
、
そ
こ
に
エ
ク
ソ
ソ
ー
ム
を
誘

導
し
て
捕
捉
し
ま
す
。
穴
の
中
に
は
エ
ク
ソ

ソ
ー
ム
の
表
面
タ
ン
パ
ク
質
と
選
択
的
に

結
合
す
る
抗
体
と
、
蛍
光
物
質
が
入
っ
て
い

て
、
抗
体
と
結
合
し
て
エ
ク
ソ
ソ
ー
ム
が

穴
に
留
ま
る
と
、
蛍
光
物
質
の
蛍
光
強
度

が
変
化
し
ま
す
。
そ
の
変
化
を
読
み
取
り
、
エ

ク
ソ
ソ
ー
ム
を
測
定
し
ま
す
。
分
析
時
間
は

1
チ
ッ
プ
に
つ
き
5
分
以
内
。
従
来
の
測
定

法
に
比
べ
て
、
約
1
0
0
0
倍
の
高
感
度
測

定
を
実
現
し
ま
し
た
。

　こ
の
方
法
で
乳
が
ん
患
者
と
健
常
人
の

涙
液
中
の
エ
ク
ソ
ソ
ー
ム
を
比
較
し
ま
し

た
。
エ
ク
ソ
ソ
ー
ム
表
面
に
発
現
す
る
5

種
類
の
抗
原
を
調
べ
た
結
果
、
抗
H
e
r
2

抗
体
と
抗
G
G
T
1
抗
体
に
対
す
る
応
答

が
乳
が
ん
患
者
と
健
常
人
で
大
き
く
異
な

り
、
5
種
類
の
抗
体
に
対
す
る
結
合
パ

タ
ー
ン
を
主
成
分
分
析
し
た
と
こ
ろ
、
乳

が
ん
患
者
と
健
常
人
の
識
別
が
で
き
ま
し

た
（
図
1
参
照
）。
ま
た
、
手
術
で
乳
が
ん

を
摘
出
し
た
後
は
、
エ
ク
ソ
ソ
ー
ム
も
健

常
人
と
同
様
に
な
る
こ
と
も
確
認
で
き
ま

し
た
。「
T
e
a
r
E
x
o
法
」
は
治
療
薬
の

適
応
や
効
果
、
投
薬
の
止
め
時
の
確
認

や
、
再
発
の
予
兆
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と

に
も
役
立
て
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

※涙液中のエクソソームを「TearExo法」で調べることで、乳がん患者と健常人を識別できる。

涙
で
乳
が
ん
を
検
出
す
る
検
査
法
を
開
発

実
用
化
に
向
け
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
資
金
調
達
に
成
功
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涙
を
調
べ
る
こ
と
で
、
乳
が
ん
の
リ
ス

ク
を
判
定
で
き
る
。
そ
ん
な
世
界
に
例

の
な
い
新
し
い
検
査
方
法
を
、
産
官
学

連
携
本
部
の
竹
内
俊
文
特
命
教
授
が
開

発
し
、
実
用
化
に
向
け
て
臨
床
研
究
に

乗
り
出
そ
う
と
し
て
い
る
。

乳
が
ん
は
早
期
に
発
見
し
、
適
切
な
治
療

が
行
わ
れ
れ
ば
、9
割
以
上
の
人
が
命
を

落
と
さ
ず
に
済
む
病
気
だ
が
、
マ
ン
モ
グ

ラ
フ
ィ
に
よ
る
乳
が
ん
検
診
の
受
診
率
は

約
40
%
と
低
く
、
よ
り
簡
便
で
負
担
の
少

な
い
検
査
方
法
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

「
ガ
イ
ア
の
夜
明
け
」
で
も
紹
介
さ
れ
た

よ
う
に
、
竹
内
教
授
は
乳
が
ん
検
診
へ

の
関
心
を
高
め
る
意
図
も
含
め
て
、
臨

床
研
究
の
た
め
の
資
金
調
達
に
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
活
用
、3
ヵ
月
の

募
集
期
間
内
に
目
標
金
額
の
1
0
0
0

万
円
を
超
え
る
資
金
調
達
に
成
功
し

た
。
そ
し
て
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
を
通
じ
た
乳
が
ん
患
者
と
の
交
流

を
経
て
、
乳
が
ん
の
早
期
発
見
だ
け
で

な
く
、
手
術
後
の
治
療
と
再
発
リ
ス
ク

の
判
定
に
も
切
実
な
ニ
ー
ズ
が
あ
る
こ

と
を
認
識
し
、
臨
床
研
究
に
新
た
な
方

向
性
を
加
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

涙実
用
化
に
向
け
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
資
金
調
達
に
成
功
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ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を

活
用
す
る
意
義

|
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
取
り

組
ん
だ
感
想
は
？

　我
々
研
究
者
は
、
文
部
科
学
省
に
科
学
研

究
費
を
申
請
す
る
際
、
専
門
家
に
向
け
て
自

分
の
研
究
を
説
明
す
る
こ
と
に
は
慣
れ
て
い

ま
す
が
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
一

般
の
人
々
に
向
け
て
わ
か
り
や
す
く
情
報
を

発
信
し
な
い
と
賛
同
を
得
ら
れ
な
い
の
で
、

そ
こ
で
ま
ず
苦
労
し
ま
し
た
。
ま
た
、
科
学

的
根
拠
以
前
に
「
そ
れ
は
良
い
」「
悪
い
」

と
い
っ
た
感
性
的
な
レ
ス
ポ
ン
ス
が
ダ
イ
レ

ク
ト
に
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
に
も
戸
惑
い
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
寄
付
金
が
入
ら
な
い
日
が
1

日
で
も
あ
る
と
、
自
分
の
研
究
を
否
定
さ
れ

た
よ
う
に
感
じ
て
不
安
で
し
た
。
募
集
期
間

が
3
ヵ
月
と
長
か
っ
た
の
で
、
メ
ン
タ
ル
が

疲
弊
し
ま
し
た
ね
。

|
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
成
立
、一
口
1
0
0

万
円
の
大
き
な
寄
付
も
あ
り
ま
し
た
。

　資
金
調
達
の
ほ
か
に
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り

ま
し
た
。
9
0
0
件
以
上
の
応
援
コ
メ
ン
ト

を
い
た
だ
き
、
そ
こ
か
ら
乳
が
ん
患
者
の
皆

さ
ん
の
気
持
ち
を
吸
い
上
げ
る
こ
と
が
で
き

た
の
で
す
。
特
に
、
乳
が
ん
に
つ
い
て
は
早

期
発
見
だ
け
で
な
く
、
手
術
後
の
ケ
ア
が
重

要
で
あ
る
こ
と
を
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
乳
が
ん
は
手
術
後
の
治
療
期
間
が
5

〜
10
年
に
及
ぶ
病
気
な
の
で
す
。
な
か
に
は

女
性
ホ
ル
モ
ン
受
容
体
が
過
剰
発
現
す
る
タ

イ
プ
の
乳
が
ん
が
あ
り
、
手
術
後
に
女
性
ホ

ル
モ
ン
を
落
と
す
ホ
ル
モ
ン
療
法
を
受
け
る

の
で
す
が
、
そ
の
間
、
妊
娠
で
き
な
く
な

る
。
つ
ま
り
A
Y
A
世
代
（
15
歳
〜
30
歳
代

の
世
代
）
の
人
々
は
、
術
後
10
年
間
治
療
を

続
け
る
と
、
年
齢
的
に
妊
娠
の
チ
ャ
ン
ス
を

失
い
か
ね
な
い
わ
け
で
す
。

　患
者
の
方
々
の
コ
メ
ン
ト
に
よ
る
と
、
再

発
の
危
険
性
か
ら
手
術
後
す
ぐ
に
ホ
ル
モ
ン

療
法
を
始
め
る
ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
ら
し
い

の
で
す
が
、
た
と
え
ば
「
ホ
ル
モ
ン
療
法
を

始
め
る
前
に
、
1
年
間
は
妊
娠
活
動
の
期
間

を
置
き
た
い
が
、
そ
の
間
の
再
発
が
怖
い
。

再
発
の
チ
ェ
ッ
ク
を
鋭
敏
に
で
き
な
い

か
？
」
と
い
っ
た
声
が
あ
り
ま
し
た
。
患
者
さ

ん
は
自
分
の
要
望
を
医
師
に
は
言
い
づ
ら
い

も
の
で
す
。
そ
の
言
え
な
い
こ
と
が
伝
わ
っ

て
き
た
と
い
う
意
味
で
も
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
は
有
意
義
で
し
た
し
、
私
た
ち

研
究
者
の
目
が
、
よ
り
患
者
さ
ん
の
方
に
向

き
始
め
る
き
っ
か
け
に
も
な
り
ま
し
た
。

「
T
e
a
r 

E
x
o
法
」の

実
用
化
に
向
け
て

|
「
T
e
a
r
E
x
o
法
」は
マ
ン
モ
グ
ラ

フ
ィ
の
代
わ
り
に
な
る
？

　私
た
ち
の
想
定
と
し
て
は
、「
T
e
a
r

E
x
o
法
」
は
あ
く
ま
で
も
マ
ン
モ
グ
ラ

フ
ィ
や
C
T
、
超
音
波
の
検
査
を
受
け
る

必
要
が
あ
る
人
々
を
見
つ
け
る
た
め
の
検

査
で
す
。
医
師
は
検
査
で
得
ら
れ
た
数
値

だ
け
で
診
断
を
下
す
こ
と
は
な
い
の
で
、

「
T
e
a
r
E
x
o
法
」
の
後
、
画
像
診
断
を

行
い
、
組
織
の
検
査
を
経
て
、
初
め
て
診
断

を
下
す
流
れ
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

が
ん
の
リ
ス
ク
診
断
は「
T
e
a
r
E
x
o
法
」

で
で
き
る
の
で
、
受
診
の
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
る

た
め
に
役
立
て
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査
は
予
約

が
す
ぐ
に
取
れ
る
わ
け
で
は
な
い
し
、
受

診
者
は
休
み
を
取
っ
て
病
院
に
行
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
上
、
画
像
診
断

は
必
ず
2
人
の
医
師
で
行
う
こ
と
に
な
っ

て
い
る
の
で
、
患
者
に
と
っ
て
も
医
師
に

と
っ
て
も
負
担
の
大
き
い
検
査
で
す
。
そ
の

検
査
数
を
必
要
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
で

医
師
の
負
担
を
軽
減
し
、
検
査
を
必
要
と

す
る
人
が
す
ぐ
に
受
診
で
き
る
よ
う
に
す

る
こ
と
に
も
貢
献
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

|
実
用
化
に
向
け
て
の
取
り
組
み
は
？

　今
年
度
は
神
戸
大
学
医
学
部
附
属
病
院

国
際
が
ん
医
療
・
研
究
セ
ン
タ
ー
の
谷
野
裕

一
特
命
教
授
の
協
力
を
得
て
臨
床
研
究
を
行

い
、
乳
が
ん
検
出
の
感
度
と
特
異
度
を
評
価
す

る
研
究
を
神
戸
大
学
数
理
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン

ス
セ
ン
タ
ー
の
小
澤
誠
一
教
授
と
と
も
に
進

め
ま
す
。
私
た
ち
の
研
究
は
国
立
研
究
開
発

法
人
科
学
技
術
振
興
機
構
の
大
学
発
新
産
業

創
出
プ
ロ
グ
ラ
ム（
S
T
A
R
T
）
に
採
択
さ

れ
て
お
り
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
終
了
す
る

2
0
2
2
年
度
ま
で
に「
T
e
a
r
E
x
o
法
」

を
実
用
化
し
て
神
戸
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
を
起

業
し
、
神
戸
大
学
医
学
部
附
属
病
院
の
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
協
力
の
も
と
に
検
査
を

ス
タ
ー
ト
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

実
現
す
れ
ば
、
受
診
者
に
自
宅
で
涙
を
採

取
し
て
も
ら
い
、
サ
ン
プ
ル
を
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
に
送
っ
て
も
ら
っ
て
、
検
査

結
果
を
お
返
し
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で

き
る
予
定
で
す
。
そ
の
際
、
医
師
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
希
望
さ
れ
た
場
合
は
、
医
師
を

ご
紹
介
す
る
な
ど
、
皆
様
の
ご
希
望
に
お

応
え
し
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

|
術
後
治
療
の
ケ
ア
に
つ
い
て
は
？

　術
後
の
治
療
を
受
け
て
い
る
方
は
再
発
を

大
変
心
配
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
再

発
を
確
か
め
る
精
密
検
査
は
、
自
分
で
異
変

に
気
付
い
て
医
師
に
お
願
い
す
る
こ
と
が
多
い

と
聞
い
て
い
ま
す
。「
T
e
a
r
E
x
o
法
」

で
、
そ
の
自
己
申
告
の
背
中
を
押
す
こ
と

が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち

が
開
発
し
た
エ
ク
ソ
ソ
ー
ム
の
セ
ン
シ
ン

グ
チ
ッ
プ
を
、
体
外
診
断
用
医
薬
品
と
し

て
独
立
行
政
法
人
医
薬
品
医
療
機
器
総
合

機
構
に
承
認
審
査
請
求
を
行
う
こ
と
を
視

野
に
入
れ
、
医
師
に
も
患
者
様
に
も
信
頼

さ
れ
る
方
法
と
し
て
皆
様
に
提
供
し
た
い

で
す
。

　ま
た
、
ト
リ
プ
ル
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
と
呼
ば

れ
る
タ
イ
プ
の
乳
が
ん
が
あ
り
ま
す
。

H
e
r
2
、
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
受
容
体
、
プ
ロ

ゲ
ス
テ
ロ
ン
受
容
体
の
3
つ
が
乳
が
ん
細

胞
に
あ
ま
り
発
現
し
て
い
ま
せ
ん
の
で
、

ホ
ル
モ
ン
療
法
や
分
子
標
的
薬
ハ
ー
セ
プ

チ
ン
の
効
果
が
期
待
で
き
な
い
上
に
、
再

発
も
早
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

ト
リ
プ
ル
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
の
が
ん
の
場
合
も

「
T
e
a
r
E
x
o
法
」
で
術
後
の
経
過
を
追

跡
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
再
発
の

兆
候
を
い
ち
早
く
つ
か
め
る
か
、
臨
床
研

究
で
確
か
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

|
乳
が
ん
以
外
の
が
ん
に
も
有
効
？

　大
腸
が
ん
や
膀
胱
が
ん
、
卵
巣
が
ん
な
ど

に
応
用
す
る
た
め
に
、
神
戸
大
学
医
学
部
附

属
病
院
お
よ
び
神
戸
大
学
未
来
医
工
学
研

究
開
発
セ
ン
タ
ー
と
と
も
に
研
究
を
進
め
る

計
画
が
、
既
に
始
動
し
て
い
ま
す
。
が
ん
の

種
類
に
よ
っ
て
放
出
さ
れ
る
エ
ク
ソ
ソ
ー
ム

が
異
な
る
の
で
、
そ
の
違
い
を
判
定
で
き
る

よ
う
に
す
る
こ
と
が
目
標
で
す
。

　乳
が
ん
は
、
働
き
盛
り
の
40
歳
か
ら
60
歳

の
方
々
に
罹
患
者
が
多
い
で
す
が
、
A
Y
A

（
思
春
期
・
若
年
成
人
）
世
代
の
方
々
に
も
、

他
人
事
と
思
わ
ず
に
、
ぜ
ひ
乳
が
ん
に
関
心

を
持
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
何

か
異
変
を
感
じ
た
ら
、
迷
わ
ず
ご
両
親
や
病

院
に
相
談
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

（上）竹内教授らが独自
に開発したエクソソーム
の自動分析装置

（右）エクソソームセン
シングチップを測定用扁
平型ピペットチップに
セットした状態

乳がんの早期発見だけでなく、
     　  　　術後治療にも貢献できる検査法

　「TearExo法を実用化する前に、AYA世代の患者の意見を聞くべきだと強く感じている」。

竹内教授はTwitterで呼びかけを行い、応えてくれた患者とオンラインでの対話を重ねてい

る。検査や術後治療の実態、罹患による社会生活への影響、妊孕性（にんようせい・妊娠できる

能力）と家族の問題、TearExo法に対する意見などをヒアリングし、利便性と実効性の高い検

査法として確立するためだ。患者の方々からは「仕事と子育てをしながら通院時間を捻出す

る毎日なので、自宅で再発リスク管理ができれば助かる」「検査結果とともに乳腺外科のある

病院も紹介してほしい」などの要望があった。東京にお住いの20代後半の乳がん患者ナナ

セさん（仮名）に、オンラインでお話を伺った時（写真）、「誰でも乳がんに罹患する可能性があ

る。ありえないということはありえない。他人ごとだと思ってはいけない」という若者への

メッセージをいただいた。竹内教授は今後も対話を続けていく考えだ。

TearExo法の測定手順

涙液試料を自動分析装置にセット3

涙液中エクソソームの自動分析4

エクソソームセンシングチップの準備

エクソソーム
センシングチップ

セット

測定用扁平型
ピペットチップ

1

涙液採取

シルマー
試験紙で
涙液採取

2

TearExo法の実用化に向けて、AYA世代の乳がん患者にヒアリング

本研究に対するご支援をまだ募っています。
※詳細は神戸大学産官学連携本部HPをご覧ください。

涙でがんを検出する！研究を加速させる一歩にご支援を



神大生の挑戦

◆
競
技
に
つ
い
て

|
漕
艇
と
は
ど
の
よ
う
な
競
技
で
し
ょ
う
か
？

桶
谷

　ま
ず
、漕
ぐ
人
数
で
1
人
乗
り
、2
人
乗

り
、4
人
乗
り
、8
人
乗
り
の
4
種
類
が
あ
り
ま

す
。
さ
ら
に
オ
ー
ル
の
数
が
2
本
の
ス
カ
ル
と
い

う
種
目
と
、1
本
で
漕
ぐ
ス
イ
ー
プ
と
い
う
種
目

が
あ
り
ま
す
。

田
村

　ま
た
、
ボ
ー
ト
を
漕
ぐ
漕
手
の
ほ
か
に
、

舵
手
と
呼
ば
れ
る
舵
を
取
る
ポ
ジ
シ
ョ
ン
の
有
無

で
も
分
か
れ
ま
す
。
水
上
人
力
最
速
で
、
体
感
時

速
は
1
0
0
キ
ロ
以
上
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
ベ
ス
ト
8
に
入
っ
た
フ
ォ
ア
は
4
人
乗
り
の

ス
イ
ー
プ
オ
ー
ル
、舵
手
つ
き
の
種
目
で
す
。

|
練
習
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
の
で

す
か
？

田
村

　朝
と
夕
方
の
練
習
が
5
回
ず
つ
、
週
に

10
回
練
習
し
て
い
ま
す
。
時
間
は
メ
ニ
ュ
ー
に

よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
が
、
水
上
で
ボ
ー
ト
を
漕
ぐ

と
き
は
2
時
間
く
ら
い
、陸
上
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は

1
時
間
半
く
ら
い
で
す
。

桶
谷

　マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
ボ
ー
ト
を
漕
い
で
い
る

と
こ
ろ
を
撮
影
し
て
く
れ
て
い
る
の
で
、
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
の
後
は
映
像
を
見
な
が
ら
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
を
し
て
い
ま
す
。

田
村

　ボ
ー
ト
っ
て
す
ご
く
感
覚
的
な
ス
ポ
ー
ツ

な
ん
で
す
。漕
い
で
い
る
と
き
の
感
じ
方
は
一
人
ひ

と
り
異
な
り
ま
す
が
、
全
員
で
動
き
を
そ
ろ
え
な
い

と
前
に
進
め
ま
せ
ん
。よ
り
速
く
進
む
た
め
に
は
、

チ
ー
ム
で
感
覚
を
共
有
す
る
努
力
が
必
要
だ
と
思

い
ま
す
。だ
か
ら
、「
私
は
こ
の
と
き
こ
う
感
じ
た
け

ど
、
み
ん
な
は
ど
う
？
」と
い
っ
た
、
感
覚
を
す
り
合

わ
せ
る
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
大
事
に
し
て
い
ま
す
。

桶
谷

　練
習
場
所
が
合
宿
所
に
な
っ
て
い
る

の
で
、
コ
ロ
ナ
禍
前
は
み
ん
な
で
寝
泊
ま
り
し

て
練
習
し
て
い
ま
し
た
。
今
は
感
染
症
対
策

の
た
め
、家
か
ら
合
宿
所
に
通
っ
て
い
ま
す
。

|
コ
ロ
ナ
禍
で
の
部
活
は
い
か
が
で
す
か
？

田
村

　週
に
10
回
と
い
う
練
習
頻
度
は
変
え
ず

に
、
ボ
ー
ト
に
乗
れ
な
い
と
き
も
他
に
で
き
る
こ

と
を
探
し
て
練
習
し
て
い
ま
す
。

桶
谷

　去
年
の
4
月
か
ら
3
カ
月
程
度
は
、
合

宿
所
に
来
る
こ
と
す
ら
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。そ

の
と
き
は
、
家
で
体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
た

り
、近
所
を
走
っ
た
り
し
て
体
力
維
持
に
努
め
ま

し
た
。ま
た
、
部
活
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

た
め
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
頻

繁
に
行
い
ま
し
た
。

◆
イ
ン
カ
レ
に
つ
い
て

|
イ
ン
カ
レ
へ
の
練
習
で
意
識
し
た
こ
と
は
あ

り
ま
す
か
？

桶
谷

　8
月
に
ボ
ー
ト
に
乗
る
本
格
的
な
練
習
が

再
開
し
て
、
10
月
末
に
イ
ン
カ
レ
だ
っ
た
の
で
、
短

期
間
で
追
い
込
む
の
が
大
変
で
し
た
。今
ま
で
通
り

の
練
習
が
で
き
な
い
分
、不
安
が
大
き
か
っ
た
で
す
。

田
村

　イ
ン
カ
レ
に
出
る
メ
ン
バ
ー
の
中
で
、フ
ォ

ア
の
試
合
を
経
験
し
た
人
が
1
人
し
か
い
な
く

て
、ゴ
ー
ル
ま
で
漕
ぎ
切
れ
る
か
不
安
で
し
た
。で

も
、
4
人
で
息
を
合
わ
せ
な
い
と
ボ
ー
ト
は
進
ま

な
い
の
で
、そ
こ
を
意
識
し
て
練
習
し
ま
し
た
。

|
ベ
ス
ト
８
を
達
成
し
た
と
き
は
ど
ん
な

気
持
ち
で
し
た
か
？

田
村

　ベ
ス
ト
８
が
決
ま
っ
た
レ
ー
ス
は
、
6
位

か
ら
9
位
ま
で
を
決
め
る
順
位
決
定
戦
で
し
た
。

ゴ
ー
ル
の
2
0
0
メ
ー
ト
ル
前
く
ら
い
ま
で
は

ず
っ
と
最
下
位
で
し
た
が
、
ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト
で

ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
、
0.
4
秒
差
で
ベ
ス
ト
８
に

入
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。ぎ
り
ぎ
り
の
差
だ
っ

た
の
で
、
ゴ
ー
ル
直
後
は
勝
っ
た
の
か
実
感
が
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
周
り
の
み
ん
な
が
喜
ん
で
い

る
の
を
見
て
や
っ
と
実
感
で
き
ま
し
た
。

|
勝
因
は
何
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
か
？

桶
谷

　チ
ー
ム
の
先
輩
の
一
人
が
、引
退
前
の
最

後
の
レ
ー
ス
だ
っ
た
ん
で
す
。
そ
の
先
輩
に
ど
う

し
て
も
勝
た
せ
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
っ
て
、
最

後
の
２
０
０
メ
ー
ト
ル
も
必
死
に
漕
げ
ま
し
た
。

最
後
ま
で
諦
め
な
い
と
い
う
メ
ン
タ
ル
面
が
大

切
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

田
村

　8
位
と
9
位
は
結
果
と
し
て
全
然
違
っ

て
、
8
位
に
な
っ
た
ら
賞
状
を
も
ら
え
る
し
、
ベ

ス
ト
8
と
い
う
実
績
が
で
き
ま
す
。
入
賞
し
た

い
と
い
う
強
い
気
持
ち
で
、
諦
め
ず
に
漕
ぎ
切
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

◆
今
後
に
つ
い
て

|
今
後
の
目
標
は
？

桶
谷

　9
月
の
中
旬
に
イ
ン
カ
レ
が
あ
る
の
で
、
そ

こ
で
フ
ォ
ア
で
6
位
ま
で
に
入
る
こ
と
が
目
標
で
す
。

|
こ
の
記
事
を
読
ん
で
い
る
方
に
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

田
村

　ボ
ー
ト
部
に
入
っ
て
、自
分
も
含
め
て
人

間
と
し
て
成
長
し
た
人
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

私
は
し
ん
ど
い
こ
と
は
や
り
た
く
な
い
と
思
っ
て

い
た
の
で
、
入
部
を
決
め
る
と
き
に
は
迷
い
は
あ

り
ま
し
た
。
だ
け
ど
、
決
断
し
て
一
歩
踏
み
出
す

こ
と
で
、
人
は
変
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
み
な

さ
ん
も
、
迷
っ
た
と
き
に
は
勇
気
を
出
し
て
決
断

を
し
て
、
決
め
た
こ
と
に
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で

み
て
く
だ
さ
い
。

桶
谷

　大
学
は
自
由
な
分
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
環
境
で
す
。
私
は
部
活
を

選
択
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
外
に
も
た
く
さ
ん

で
き
る
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
自
分
が
や

り
た
い
こ
と
を
、興
味
の
幅
を
広
げ
て
探
し
て
ほ

し
い
で
す
。

神戸大学漕艇部は2020年度全日本大学選手権（インカレ）において、女子舵手つきフォアが初のベスト8進出を達成した。
普段の練習やインカレでのエピソードについて、インカレ出場メンバーである桶谷菜々子さんと田村郁佳さんに聞いた。

漕手  法学部 4年

田村 郁佳 TAMURA  Fumika
主務  工学部 4年

宮崎 佑斗 MIYAZAKI  Yuto
女子リーダー  国際人間科学部 4年

桶谷 菜々子 OKETANI  Nanako

神大生の挑戦 1213 kaze Vol.17

神戸大学漕艇部    淀川新艇庫 大阪市東淀川区菅原    https://kurchp.wixsite.com/kobe-u-rowing

戦戦挑戦挑戦
神大生の 息を合わせてゴールへ

チームで達成した悲願のベスト８

Rowing ClubRowing ClubKobe univ.

中尾満里奈 法学部3年
NAKAO Marina

インタビュアー  学生広報チーム



ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
に
つ
い
て

ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
　
日
本
で
一
般
的
に
ダ
イ

バ
ー
シ
テ
ィ
と
言
う
と
、
男
女
の
平
等
や
個
性

を
尊
重
す
る
と
い
っ
た
使
い
方
が
多
い
と
感
じ

ま
す
が
、
本
来
は
も
っ
と
広
い
概
念
で
、
男
女

だ
け
で
な
く
L
G
B
T
Q
+
と
い
っ
た
様
々
な

ジ
ェ
ン
ダ
ー
や
、
そ
れ
ぞ
れ
の
信
仰
、
身
体

的
・
精
神
的
な
特
徴
な
ど
を
含
め
た
「
多
様

性
」
を
意
味
し
ま
す
。
多
様
性
を
尊
重
し
、
受

け
入
れ
る
こ
と
が
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
社
会
に

近
づ
く
一
歩
だ
と
考
え
ま
す
。

橋
野

　ロ
ニ
ー
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
こ
と

は
、
私
た
ち
が
目
指
す
べ
き
到
達
点
で
す
ね
。

そ
の
た
め
に
、
大
学
で
は
今
で
き
る
こ
と
を
一

つ
一
つ
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
私
は
大
学
の
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
事
業

の
一
環
で
、
2
0
2
0
年
2
月
に
フ
ラ
ン
ス
・

リ
ヨ
ン
第
2
大
学
に
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。
そ

こ
は
ま
さ
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
教
育
、
ダ
イ
バ
ー

シ
テ
ィ
研
究
の
最
先
端
の
大
学
で
し
た
。
学

生
は
１
年
次
の
必
修
の
授
業
で
ジ
ェ
ン
ダ
ー

の
歴
史
を
学
ん
で
い
た
り
、
人
事
委
員
会
は

男
女
比
が
必
ず
50
：
50
に
な
る
よ
う
に
考
慮

さ
れ
て
い
た
り
と
、
日
本
と
の
違
い
を
痛
感

し
ま
し
た
。
な
か
で
も
驚
い
た
の
は
、
建
物

の
ト
イ
レ
で
す
。
私
が
滞
在
し
て
い
た
場
所

は
フ
ロ
ア
に
ト
イ
レ
が
一
つ
し
か
な
く
て
、

そ
こ
に
は
男
性
も
女
性
も
入
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
分
建
物
の
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
は
厳
し
い
で
す
が
、
当
時
の
神
戸
大

学
で
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
教
育
研
究
を
現
地
の
先
生
方

は
誇
り
に
思
っ
て
お
ら
れ
、
さ
ら
に
副
学
長

は
、
そ
れ
ら
を
特
別
な
こ
と
で
は
な
く
、
当

た
り
前
の
こ
と
だ
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
こ

と
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
の
大

学
の
先
進
的
な
実
態
を
目
の
当
た
り
に
し

て
、
新
鮮
な
視
点
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
　
リ
ヨ
ン
や
他
の
海
外
の
大

学
と
比
べ
て
、
神
戸
大
学
は
ま
だ
女
性
教
員
が

全
体
的
に
少
な
く
、
私
を
含
め
て
女
性
の
学
長

補
佐
は
い
て
も
理
事
や
副
学
長
は
い
ま
せ
ん
。

大
学
は
社
会
の
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る
場
所
で

す
し
、
若
い
人
に
夢
を
与
え
る
場
で
も
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
色
々

な
特
徴
・
特
性
を
も
つ
人
が
い
る
こ
と
、
ま
た

そ
こ
で
働
く
教
職
員
が
い
き
い
き
と
働
い
て
い

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
特
に
、
女
性
が
リ
ー
ダ
ー

に
な
っ
て
い
く
た
め
に
は
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
が
必
要

だ
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、神
戸
大
学
は
2
0
1
8

年
に「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
宣
言
※
」
を
発
表

し
ま
し
た
。

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
・
キ
ャ
ン
パ
ス
構
想

ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
　
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
の
実
現

の
た
め
、
現
在
「
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
・
キ
ャ
ン
パ

ス
構
想
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
誰
も
が
い
き

い
き
と
し
て
教
育
・
研
究
・
労
働
が
で
き
る
キ
ャ

ン
パ
ス
に
す
る
た
め
、
ど
の
よ
う
な
施
設
が
あ
っ

た
ら
い
い
か
、
大
学
が
果
た
す
べ
き
役
割
は
何
か

と
い
う
こ
と
を
模
索
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
先

ほ
ど
橋
野
先
生
の
話
に
も
あ
っ
た
よ
う
な
オ
ー
ル

ジ
ェ
ン
ダ
ー
ト
イ
レ
を
設
置
し
た
り
、
車
い
す
の

人
が
入
り
や
す
い
環
境
整
備
や
、
多
様
な
宗
教
の

人
が
過
ご
し
や
す
い
工
夫
を
し
た
り
。
ダ
イ
バ
ー

シ
テ
ィ
の
豊
か
な
大
学
に
な
っ
て
、
社
会
の
お
手

本
と
し
て
リ
ー
ド
し
て
い
け
た
ら
素
敵
だ
と
思
い

ま
す
。

橋
野

　私
は
自
分
の
授
業
で
は
、
学
生
の
み
な

さ
ん
に
「
い
ろ
い
ろ
な
人
が
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
違

う
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
も
ち
、
一
人
ひ
と
り
に

歴
史
が
あ
る
」
と
い
う
こ
と
を
常
に
言
っ
て
い
ま

す
。
特
に
神
戸
大
学
の
学
生
は
、
卒
業
し
て
就
職

し
た
ら
、
出
世
し
て
人
の
上
に
立
つ
よ
う
に
な
る

人
も
多
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
人
に
こ
そ
、
歴
史
を
学
ん
で
多
様
性
を
理

解
し
て
ほ
し
い
の
で
す
。
リ
ヨ
ン
の
大
学
の
よ
う

に
、
一
年
生
の
う
ち
か
ら
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
を
学

び
、
考
え
る
授
業
が
で
き
た
ら
い
い
で
す
ね
。
そ

れ
ら
は
ど
の
よ
う
な
学
問
を
勉
強
す
る
に
も
、
す

ご
く
重
要
な
土
台
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
が
で
き
る
こ
と

ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
　
他
人
を
尊
重
し
、
受
け
入

れ
る
こ
と
が
重
要
で
す
が
、
容
易
な
こ
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
時
に
は
誤
解
や
対
立
が
生
じ
ま
す
。

そ
こ
を
ど
う
や
っ
て
乗
り
越
え
る
の
か
。
お
互
い

に
話
を
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
あ
る

KOBE

多様性のある大学をめざして
―ダイバーシティへの取り組み―
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pick up
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男女共同参画推進室

一
つ
の
事
柄
に
対
し
て
も
、
感
じ
方
は
人
そ
れ
ぞ

れ
。
お
互
い
の
考
え
を
必
ず
し
も
好
き
に
な
る
必

要
は
な
く
、
賛
成
す
る
こ
と
や
同
意
す
る
こ
と

も
、
も
し
か
す
る
と
必
要
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
た
だ
、
違
い
を
理
解
す
る
こ
と
は
必
要
で

す
。
こ
れ
は
誰
か
が
や
る
の
で
は
な
く
、
み
ん
な

で
や
ら
な
け
れ
ば
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。

橋
野

　私
も
ロ
ニ
ー
先
生
と
同
じ
思
い
で
す
。

加
え
る
と
す
る
な
ら
ば
、
ま
ず
第
一
に
自
分
を

大
事
に
す
る
こ
と
。
人
と
違
う
と
こ
ろ
も
た
く

さ
ん
あ
る
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
自
分
は
世

界
の
一
部
な
の
で
、
自
分
が
よ
く
な
れ
ば
世
界

も
少
し
よ
く
な
る
は
ず
で
す
。
ま
た
、
違
い
を

理
解
し
つ
つ
も
、
自
分
の
経
験
を
生
か
す
こ

と
。
困
っ
て
い
る
人
が
い
た
ら
、
相
手
の
気
持

ち
を
理
解
し
、
解
決
策
を
み
ん
な
で
探
す
こ
と

が
大
切
で
す
。
神
戸
大
学
で
ぜ
ひ
自
分
を
大
切

に
し
つ
つ
、
人
を
理
解
す
る
尊
さ
を
学
ん
で
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

pick up KOBE 1415 kaze Vol.17
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業
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
考
え
た
か
ら
で
す
。

お
手
伝
い
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
自
分
も
就
農
者

の
一
員
と
な
っ
て
畑
を
耕
す
と
こ
ろ
か
ら
始
め
よ

う
、
と
。
ま
た
、
在
学
中
に
学
生
起
業
家
の
世
界

的
な
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
に
参
加
す
る
機
会
が

あ
っ
た
の
で
す
が
、
海
外
の
学
生
起
業
家
た
ち

が
、
未
来
や
自
国
の
た
め
熱
い
思
い
を
持
っ
て
考

え
、
競
い
合
っ
て
い
る
姿
に
大
き
な
刺
激
を
受
け

ま
し
た
。
卒
業
し
て
か
ら
起
業
す
る
選
択
肢
も
あ

り
ま
し
た
が
、
コ
ン
ペ
で
出
会
っ
た
仲
間
の
影
響

や
、
農
業
が
当
時
か
ら
す
で
に
担
い
手
が
減
少
し

て
お
り
、
差
し
迫
っ
た
課
題
で
あ
る
と
い
う
意
識

が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
二
足
の
草
鞋
で
も
頑
張
ろ

う
と
覚
悟
を
決
め
ま
し
た
。

　
未
経
験
ゆ
え
の
苦
労
や
失
敗
も
当
初
は
あ
り

ま
し
た
が
、
私
の
思
い
に
共
感
し
て
く
れ
る
方

や
、
同
じ
神
戸
大
出
身
の
先
輩
経
営
者
の
方
の

ア
ド
バ
イ
ス
も
あ
り
、
こ
こ
ま
で
続
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
私
は
今
31
歳
で
す
が
、
こ
の
年
齢
で

長
く
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
の
経
験
が
あ
る
人
は
少
な

い
の
で
、
若
い
う
ち
に
経
験
を
積
め
て
よ
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。

|
現
在
は
ど
の
よ
う
な
事
業
を
さ
れ
て
い

る
の
で
す
か
？

　
農
作
物
の
生
産
か
ら
加
工
、
流
通
、
販
売
ま

で
を
一
貫
し
て
行
う
六
次
産
業
※1
を
行
っ
て
い

ま
す
。
従
来
の
一
次
産
業
で
は
、
農
家
は
農
作

物
の
生
産
の
み
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ

で
は
農
家
経
営
が
厳
し
く
、
就
農
者
が
増
え
な

い
と
い
う
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
農

|
学
生
時
代
に
農
業
の
可
能
性
、
価
値
を

見
つ
け
た
と
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　
大
学
に
入
る
前
、
ち
ょ
う
ど
日
本
で
も
環
境

問
題
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
始
め
、「
2
0
5
0

年
問
題
」
な
ど
の
社
会
課
題
が
教
科
書
に
載
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
今
ま
で
の
経
済

の
あ
り
方
、
環
境
問
題
や
貧
困
に
対
す
る
課
題

意
識
が
高
ま
り
、
発
達
科
学
部
へ
の
進
学
を
決

め
た
の
で
す
。
大
学
で
は
、
問
題
解
決
の
た
め

に
何
か
し
た
い
と
思
い
、
学
生
で
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
、
そ
の
収
益
を
ラ
オ
ス
に
寄
付
す
る

サ
ー
ク
ル
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
お

金
を
寄
付
す
る
だ
け
で
は
環
境
問
題
や
経
済
格

差
の
根
本
的
な
解
決
は
で
き
な
い
と
気
づ
き
、

歯
が
ゆ
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
先
輩
か

ら
誘
わ
れ
た
農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
行
っ
た

際
、
農
業
に
は
生
物
多
様
性
や
、
豊
か
な
食
文

化
を
残
せ
る
と
い
っ
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
に

気
づ
き
ま
し
た
。
経
済
の
発
展
だ
け
で
は
な

い
、
新
た
な
価
値
を
創
出
で
き
る
の
で
は
な
い

か
と
い
う
ワ
ク
ワ
ク
感
が
起
業
の
き
っ
か
け
に

な
っ
た
の
で
す
。

|
な
ぜ
、
在
学
し
な
が
ら
の
起
業
を
決
め

た
の
で
す
か
？

　
自
然
と
共
生
し
た
新
し
い
経
済
の
あ
り
方
を

創
出
し
、
そ
れ
を
社
会
に
広
め
て
い
く
に
は
、
起

家
か
ら
消
費
者
へ
の
直
接
的
な
販
路
、「
出

口
」（
販
売
窓
口
）
を
確
保
し
、
六
次
化
を
実
現

す
る
こ
と
で
そ
の
課
題
を
解
決
し
よ
う
と
考
え

た
の
で
す
。
具
体
的
に
は
、
自
分
た
ち
が
作
っ

た
野
菜
を
加
工
し
て
ス
ー
プ
や
ジ
ュ
ー
ス
を
作

り
、
そ
れ
ら
を
「
出
口
」
で
あ
る
店
舗
で
販
売

し
て
い
ま
す
。

　「
出
口
」
を
も
つ
こ
と
で
、
お
客
様
や
従
業

員
な
ど
の
関
係
者
が
増
え
、
農
業
に
関
心
を
も

つ
人
も
増
え
ま
す
。
私
た
ち
は
、
そ
の
よ
う
な

人
た
ち
が
農
業
を
始
め
る
た
め
の
支
援
を
す
る

こ
と
で
、「
出
口
」
と
同
時
に
、
農
業
を
始
め
る

「
入
口
」（
き
っ
か
け
）
も
作
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
、
店
舗
が
増
え
る
ほ
ど
就
農
者
が
増

え
る
仕
組
み
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

|
今
、
農
業
は
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
い

ま
す
か
？

　
起
業
時
か
ら
体
験
農
業
を
提
供
す
る
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
最
初
は
レ
ジ
ャ
ー
的

な
目
的
で
来
る
人
が
多
か
っ
た
の
に
対
し
、
最

近
は
「
半
農
半
Ｘ
※2
」の
暮
ら
し
や
テ
レ
ワ
ー
ク

の
普
及
の
影
響
も
あ
り
、
農
業
を
実
際
に
生
活

の
中
で
や
っ
て
み
た
い
と
い
う
人
が
増
え
て
い

ま
す
。
就
農
者
が
増
え
る
と
、rich

（
稼
ぐ

と
い
う
豊
か
さ
）
か
らw

ealth

（
お
い
し
い
も

の
が
食
べ
ら
れ
る
、
空
気
が
き
れ
い
に
な
る
と

い
っ
た
豊
か
さ
）へ
と
、
豊
か
さ
の
価
値
観
が

変
わ
る
と
考
え
ま
す
。
豊
か
な
食
や
里
山
を
大

切
に
す
る
、
自
然
と
共
生
す
る
農
業
の
あ
り
方

は
S
D
G
s
の
達
成
に
も
つ
な
が
り
、
そ
れ
こ

そ
が
、
キ
ラ
リ
と
光
る
日
本
に
な
る
一
歩
だ
と

思
い
ま
す
。

|
今
後
の
目
標
に
つ
い
て
聞
か
せ
て
く
だ

さ
い
。

　
専
業
・
兼
業
を
問
わ
ず
、
農
業
に
関
わ
る
人

を
1
万
人
は
増
や
す
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
農

業
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
カ
ン
パ
ニ
ー

と
し
て
、
農
業
か
ら
生
ま
れ
る
新
し
い
経
済
の

あ
り
方
を
日
本
か
ら
発
信
し
て
い
き
た
い
で
す
。

|
受
験
生
や
神
大
生
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
私
は
未
来
へ
の
憂
い
か
ら
起
業
し
た
世
代
で

す
が
、
今
の
若
い
世
代
の
方
は
、
そ
の
未
来
を

も
っ
と
近
く
感
じ
、
未
来
に
向
け
た
こ
と
を
考

え
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
大
学
で
学
び
、
い
ろ

い
ろ
な
人
と
出
会
い
、
さ
ら
に
行
動
を
起
こ
す

こ
と
で
、
未
来
に
残
せ
る
も
の
が
で
き
る
は
ず

で
す
。
勉
強
す
る
こ
と
が
ゴ
ー
ル
で
は
な
く
、

そ
の
先
に
あ
る
こ
と
が
自
分
の
生
ま
れ
て
き
た

意
味
に
つ
な
が
る
と
私
は
考
え
ま
す
。
ぜ
ひ
一

緒
に
い
い
未
来
を
創
り
ま
し
ょ
う
。

農林水産省主催・INACOME ビジネスコンテスト最優秀賞受賞 自社農場 : 大阪府箕面市「たんとスープ」無印良品京都山科店に初出店 2 号店が梅田大丸に！

農業から新たな価値を発信、
そして、キラリと光る日本へ
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※2   半分農業で食べていくための自給自足の生活を送りながら、もう半分で自分の好きなことややりたいこと、やりがいのある仕事をする生き方。
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環境会議          神戸大学における脱炭素推進に向けた提言
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に
環
境
問
題
に
つ
い
て
の
専
門
的
な
知
識
を
教
わ

り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
そ
の
授
業
は
学
生
が
知
識
を
学
ん
で

終
わ
り
で
は
な
く
、
次
の
行
動
に
結
び
つ
け
る
と

こ
ろ
ま
で
が
ゴ
ー
ル
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
私
た
ち
受
講
生
は
神
戸
大
学
に
対
す
る
提
言

を
行
う
こ
と
を
決
め
、
門
田
正
吾
さ
ん
（
経
済
学

部
）、
森
山
真
稔
さ
ん
（
経
済
学
研
究
科
）、
市
村
真

紀
さ
ん
（
法
学
研
究
科
）
と
４
人
で
「
神
戸
大
学
に

お
け
る
脱
炭
素
推
進
に
向
け
た
提
言
」
を
ま
と
め

ま
し
た
。
２
月
22
日
に
提
言
書
を
大
学
に
提
出
し

た
結
果
、
環
境
会
議
と
い
う
組
織
が
発
足
し
た
の

で
す
。

|
提
言
の
内
容
は
？

　
提
言
を
ま
と
め
る
に
当
た
っ
て
、
神
戸
大
学
が

毎
年
発
表
し
て
い
る
環
境
報
告
書
を
も
と
に
大
学

の
活
動
を
振
り
返
り
、
そ
こ
か
ら
課
題
を
抽
出
し

ま
し
た
。
ま
ず
、
炭
素
を
減
ら
し
て
い
く
上
で
の

中
長
期
的
な
目
標
が
存
在
し
な
い
こ
と
、
次
に
、

目
標
に
向
け
て
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
機
能
さ
せ

る
体
制
作
り
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
で
す
。
そ
れ

を
踏
ま
え
て
、
３
つ
の
提
言
を
行
い
ま
し
た
。

　
１
つ
目
は
「
日
本
初
の
カ
ー
ボ
ン
・
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
宣
言
を
す
る
総
合
大
学
に
な
る
こ
と
」
。

将
来
的
に
脱
炭
素
の
実
現
を
め
ざ
す
宣
言
を
行

う
上
で
、
2
0
3
0
年
度
ま
で
に
温
室
効
果
ガ

ス
排
出
量
を
2
0
1
3
年
度
比
で
46
％
削
減
す

る
と
い
う
政
府
目
標
と
同
様
の
短
期
目
標
を
設

定
し
、
そ
の
達
成
に
向
け
た
行
動
計
画
の
策
定

を
求
め
ま
し
た
。
２
つ
目
が
「
学
生
な
ど
の
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
を
メ
ン
バ
ー
に
入
れ
た
環
境

会
議
の
創
設
」
、
３
つ
目
が
「
脱
炭
素
を
テ
ー
マ

と
し
た
実
践
的
な
研
究
・
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

充
実
」
で
す
。

|
環
境
会
議
の
役
割
は
？

　
脱
炭
素
を
実
現
し
て
い
く
方
法
を
議
論
す
る
場

と
な
り
ま
す
。
学
生
を
構
成
員
に
含
め
る
こ
と

で
、
学
生
と
教
職
員
と
い
う
異
な
る
立
場
の
間
で

議
論
が
生
ま
れ
、
実
効
性
の
高
い
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

の
策
定
に
生
か
せ
る
と
考
え
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
取
り
組
み
は
、
日
本
で
も
最
近
進
ん

|
環
境
会
議
が
発
足
し
た
経
緯
は
？

　
神
戸
大
学
で
は
、
法
経
連
携
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
エ

コ
ノ
・
リ
ー
ガ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
」（
Ｅ
Ｌ
Ｓ
）

と
い
う
授
業
が
開
講
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
代
的
な

社
会
問
題
に
つ
い
て
、
法
学
部
と
経
済
学
部
の
学

生
が
そ
れ
ぞ
れ
の
知
識
と
視
点
を
活
用
し
合
っ
て

検
討
し
て
い
く
授
業
で
す
。
昨
年
度
は
「
脱
炭
素

社
会
探
求
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
授
業
が
あ
り
、
私

は
そ
れ
を
受
講
し
ま
し
た
。
講
師
は
外
部
か
ら
招

か
れ
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
す
る
専
門
的
な
研
究
機
関

で
あ
る
公
益
財
団
法
人
地
球
環
境
戦
略
研
究
機
関

（
Ｉ
Ｇ
Ｅ
Ｓ
）
の
専
門
家
か
ら
、
気
候
変
動
を
中
心

　持
続
可
能
な
社
会
を
め
ざ
す
取
り
組
み
が
世
界
中

で
進
め
ら
れ
る
中
、
神
戸
大
学
で
は
法
経
連
携
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
受
講
し
た
学
生
・
大
学
院
生
か
ら
、
カ
ー

ボ
ン
・
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
大
学
と
し
て
推
進
す
る
た

め
に
必
要
な
取
り
組
み
が
、
提
言
と
い
う
形
で
大
学

側
に
提
案
さ
れ
た
。
神
戸
大
学
は
こ
れ
を
受
け
入

れ
、
今
後
、
学
生
と
教
職
員
が
共
同
で
脱
炭
素
の
実

現
に
向
け
た
活
動
を
進
め
る
こ
と
に
な
り
、
議
論
の

場
と
し
て
４
月
に
「
環
境
会
議
」と
い
う
新
組
織
を

発
足
さ
せ
た
。
環
境
会
議
立
ち
上
げ
の
き
っ
か
け
と

な
る
提
言
を
行
っ
た
メ
ン
バ
ー
の
中
か
ら
、
法
学
部

法
律
学
科
の
杉
友
優
さ
ん
に
、
脱
炭
素
に
向
け
た
取

り
組
み
に
つ
い
て
聞
い
た
。

で
い
ま
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
は
気
候
市
民
会
議
と

い
う
組
織
が
あ
り
、
市
民
の
中
か
ら
ラ
ン
ダ
ム
に

委
員
を
選
ん
で
、
専
門
家
の
サ
ポ
ー
ト
の
も
と
で

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
い
方
や
、
脱
炭
素
に
取
り
組
む

方
法
を
議
論
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
と
同
じ
こ
と

が
昨
年
度
末
に
札
幌
市
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
北
海

道
大
学
が
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、
20
人
の
委
員
が
オ

ン
ラ
イ
ン
で
市
民
会
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

神
戸
大
学
版
が
、
環
境
会
議
の
め
ざ
す
べ
き
姿
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

|
提
言
を
受
け
取
っ
た
大
学
側
の
反
応
は
？

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
室
長
の
喜
多
隆
副
学
長
か
ら

前
向
き
な
ご
返
答
を
い
た
だ
い
て
、
環
境
会
議

の
立
ち
上
げ
に
至
り
ま
し
た
。
４
月
に
発
足
し
た

ば
か
り
な
の
で
、
本
格
的
な
活
動
は
こ
れ
か
ら
で

す
が
、
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
推
進
室
か
ら
お
力
添
え
を
い
た
だ

き
、
学
生
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
の
Ａ
Ｉ
Ｅ
Ｓ
Ｅ
Ｃ
（
ア
イ

セ
ッ
ク
）
神
戸
大
学
委
員
会
や
大
阪
市
立
大
学
の

皆
さ
ん
と
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
す
る
意
見
交
換
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
喜
多
副
学
長
か
ら
お
誘
い
い

た
だ
い
て
、
神
戸
大
学
の「
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

と
い
う
オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
の
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
参
加
す
る
機
会
も
い
た
だ
き

ま
し
た
。

|
今
後
の
活
動
に
つ
い
て
は
？

　
大
学
内
で
は
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
取
り
組
み
が

大
き
な
部
分
を
占
め
る
と
思
い
ま
す
。
総
合
大
学

に
お
い
て
は
、
一
般
的
に
医
学
部
関
連
施
設
の
消

費
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
を
減
ら
す
こ
と
が
難
し
い
の
で

す
が
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
だ
け
用
い
た
事
業

活
動
を
め
ざ
し
て
い
る
病
院
の
事
例
な
ど
を
参

考
に
し
な
が
ら
、
新
た
な
提
言
を
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
壮
大
な
話
に
な
り
ま
す
が
、

本
気
で
取
り
組
む
と
大
き
な
話
に
な
っ
て
く
る

の
が
脱
炭
素
の
問
題
な
ん
で
す
。

　
身
近
な
と
こ
ろ
で
は
、
年
に
４
〜
５
回
ほ
ど
議

論
の
場
を
持
ち
、
個
々
人
が
脱
炭
素
に
向
け
た
行
動

を
起
こ
せ
る
よ
う
啓
発
を
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

神
戸
大
学
で
脱
炭
素
を
達
成
し
て
、
周
り
に
波
及

さ
せ
る
た
め
に
、
地
域
の
中
学
校
や
高
校
へ
の
出
張

授
業
も
検
討
中
で
す
。
私
自
身
、
２
回
生
ま
で
は
環

境
問
題
に
関
心
の
な
い
学
生
で
し
た
が
、
理
解
を
深

め
る
に
つ
れ
、
環
境
問
題
に
お
い
て
は
若
者
の
力
が

重
要
に
な
る
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
環
境

会
議
を
、
若
者
に
行
動
変
容
を
促
し
て
い
け
る
よ
う

な
組
織
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

神戸大学におけるCO2排出量は年々減少しており、今後は中長期目標を設定して脱炭素に取り組むことになる。

AIESEC神戸大学委員会とSDGsに関する意見交換環境報告書2020 提言書を喜多隆教授（右）に渡す杉友さん

杉友 優法学部法律学科 4年 SUGITOMO Yu

環境会議メンバー

環境報告書2020

神戸大学に脱炭素化の推進を提言
学生主導の「環境会議」発足

Founded in April, 2021

神大発地球
カーボン・ニュートラルに向けて

環境会議

神戸大学の環境パフォーマンス

環境会議がもつPDCA機能のイメージ

※神戸大学環境報告書 2020をもとに作成

A

D

C P

必要に応じて中長期目標・
ロードマップの見直し

中長期目標の設定・
ロードマップの作成

取組状況の
確認・評価

ロードマップに沿った
取組みの実施
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Shindai  TOPICS  「新型コロナと神戸大学」

20

TOPICS 大 学 の 動 向
神大・トピックスShindai

神
戸
大
学
が
取
り
組
む
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
、大
学
の
対
応
と
役
割

20202021
1月2月3月4月5月6月 12月 11月 10月 9月 8月 7月 6月 5月 4月 3月 2月 1 月

大
学
の
主
な
動
き

世
界
と
日
本
国
内
の
主
な
動
き

̶̶  未知の感染症にどう立ち向かうか
　神戸大学では「新型コロナウイルス対策本部会議」
を毎週開催しています。「未知の感染症に対し、優先
すべきは何より学生・教職員の命と健康である。そし
て決して侮ってはならない。」という考えのもと、密に
なる式典や対面授業の中止、Web 授業導入、入国時の
14 日間学外待機等、実効性重視の感染防止策が講じら
れました。一方、実習等対面が必要な教育研究体制維
持は、大学の社会的責務であり、必要な健康診断実施
含め、状況を見据えた細心の注意の上、両立の模索を
続けています。学生・教職員すべての皆様の協力・努
力が対策に繋がっています。

　「そういやぁスライドやレジュメ
をわざわざPC画面に映さなくても
授業はできるよな」と思ったのは
昨年度の前期授業開始直前の４月末
のこと。そこで法学部開講の大講義

「法社会学概論A・B」は、Anchor 
というPodcast 作成・配信プラット
フォームを利用しSpotifyなどを通
じてオンデマンドで配信することと
した。「音声のみ＋レジュメ事前送信」の形式であれば、PC等の
画面をノートテイクに専用できるという受講者のメリットに加え、
授業担当者としても、ラジオ番組さながら各回の授業をオープ
ニングからエンディングまで完結性とメリハリのある形・内容で
作ることがある程度可能である（動画で、まとまりある90分前
後の授業の完パケを2～4単位分作成するのは大変だろう）。
院生などにTAとして参加してもらってアシスタント的に時折投
げてもらう質問に答えれば受講生の理解はさらに深まるかも、
などと想像しながら、授業配信の前日の夜中になるたびボイ
スレコーダーの前に座ったのだった。

　行動に制約がかかる分、「今できるこ
と」を意識するようになりました。例え
ば、国際人間科学部生は留学が必須。
2年生の内に行こう！と考えていたもの
の、叶わず…。しかし、コロナ禍でも学
ぶ手を止めたくないと思い、オンライン
留学プログラムに参加しました。2週間
みっちり英語漬けの日々を送り、PCの
前でも「密」な時間を過ごせました。
　また、オンライン授業に切り替わって提出課題が多くなったた
め、「時間の使い方」を考えて行動しています。いかに時間を有効
活用して充実させられるか、主体的に考える力が身につきました。
オンライン授業には、今やすっかり慣れました。課題へのフィード
バックやチャット機能での質疑応答等、双方向性の保たれた授業が

展開されていると感じます。授業での
学生同士の話し合いは、貴重な時間。
「みんな頑張ってるし私も頑張ろ！」
と思えます。でもやっぱり、直接会っ
て話せる日が待ち遠しいです。

̶̶  新型インフルエンザの経験を生かす
　2009 年新型インフルエンザ流行時制定の、神戸大
学独自の『感冒様症状者に係る届出制度』があります。
発熱等体調不良時に休むこと奨励する、他大学には無
かったルールです。体調不良時の感染を念頭に置いた
行動が自身と周囲を守ります。
̶̶  メンタル不調に注意を
　コロナ禍での学生・教職員のメンタル不調者の増加が
心配です。皆さんは決してひとりではあ
りません。つらい時、つらそうな人に気
づいた時は、保健管理センターに相談し
てください。

Zoom-up

Voice
Zoom-up

Voice

大学でのワクチン接種 はなれてつなぐコンペ優勝作品 With COVID-19 シンポジウム 感染対策した食堂卒業式入口（アルコールの設置・検温）

コロナ禍の学生生活 Comme à la radio
中川 萌香  NAKAGAWA Moeka    国際人間科学部グローバル文化学科3年 高橋  裕 TAKAHASHI Hiroshi    大学院法学研究科 教授

山本 泰司   YAMAMOTO Yasuji    保健管理センター 所長

保健管理センターの取り組み

神大トピックス21

終息のめどが見えない新型コロナウイルス感染症。神戸大学で
も脅威を乗り越える様々な取組がされています。
保健管理センターは、学生・教職員の感染者・濃厚接触者等
の把握、登校・就業相談のみならず、感染対策を講じた健康
診断から健康不安の相談まで、感染拡大防止において広く役割
を担っています。

職域接種会場

保健管理センター保健管理センター 検 索

・
日
本
国
内
で
初
め
て
の
感
染
確
認

・
日
本
で
初
め
て
の
感
染
死
亡
者

・
全
国
す
べ
て
の
小
・
中
・
高
等
学
校
を
臨
時
休
校

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

   

指
定
感
染
症
に

・
中
国
武
漢
で
都
市
封
鎖（
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
）

・
政
府  

政
府  

政
府
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
設
置

・
W
H
O「
国
際
的
に
懸
念
さ
れ
る
公
衆
衛
生

上
の
緊
急
事
態（
P
H
E
I
C
）」を
宣
言

・
W
H
O
「
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
認
識
」

・
イ
タ
リ
ア
で
全
土
封
鎖
。さ
ら
に
E
U
各
国
に

続
き
、米
国
に
も
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
が
拡
大

・
世
界
の
感
染
者
数
が
2
0
0
0
万
人
・

ア
メ
リ
カ
の
感
染
者
数
が
5
0
0
万
人
を

超
え
る

・
世
界
で
死
者
数
が
１
０
０
万
人
を
超
え
る

・
イ
ン
ド
で
変
異
株
の
デ
ル
タ
株
が

猛
威
を
ふ
る
い
医
療
崩
壊

・
世
界
の
感
染
者
数
が
１
億
人
・

死
者
数
が
2
0
0
万
人
を
超
え
る

・
全
世
界
を
外
務
省
が
感
染
症
危
険
レ
ベ
ル
１
以
上
に

・
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

   

大
会
の
2
0
2
1
年
へ
の
延
期
が
決
定

・
兵
庫
県
含
む
７
都
道
府
県
緊
急
事
態
宣
言

・
緊
急
事
態
宣
言
　
全
国
に
拡
大

・
緊
急
事
態
宣
言
解
除

・
緊
急
事
態
宣
言
解
除

・
都
市
部
を
中
心
に
感
染
者
増
加

・
緊
急
事
態
宣
言  

再
び

・
厳
重
厳
戒
下
に
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
・

   

追
試
・
特
例
追
試
が
全
国
で
行
わ
れ
る

・
国
内
の
死
者
が
5
0
0
0
人
を
超
え
る

・
兵
庫
県  

ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置

・
国
内
の
死
者
数
が
１
万
人
を
超
え
る

・
緊
急
事
態
宣
言
３
回
目

大
阪
、兵
庫
で
医
療
逼
迫
、死
者
多
数

・
医
療
従
事
者
へ
の
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

   

が
始
ま
る

・
緊
急
事
態
宣
言
解
除

・
国
内
の
死
者
が
2
0
0
0
人
を
超
え
る

・「
Ｇｏ
Ｔｏ
ト
ラ
ベ
ル
」キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
開
始

・
国
内
の
死
者
数
1
0
0
0
人
越
え

・
兵
庫
県
、不
要
不
急
の
外
出
や
移
動
の

   

自
粛
を
要
請

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連
肺
炎
に
関
す
る

注
意
喚
起（
第
１
報
）

・「
感
冒
様
症
状
者
に
係
る
届
け
出
制
度
」を

利
用
し
た
体
調
不
良
時
の
自
宅
待
機
の
徹
底

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
委
員
会
設
置

・
神
戸
大
学
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
策
本
部
の
設
置

・
帰
国
・
入
国
者
へ
２
週
間
の
学
外
待
機
指
示

・
全
世
界
の
神
戸
大
学
生
に
対
し
、海
外
か
ら
の

帰
国
指
示
・
渡
航
禁
止
指
示

・
全
教
職
員
の
海
外
渡
航
禁
止

・
令
和
元
年
度  

学
位
記
・
卒
業
証
書
な
ら
び
に

修
了
証
書
授
与
式
中
止

・
令
和
２
年
度
　
入
学
式
中
止

・
新
学
期
授
業
開
始
を
延
期

・
希
望
者
へ
の
ノ
ー
ト
P
C
・
W
i
F
i
ル
ー
タ
ー
の
貸
与

・
神
戸
大
学
基
金  

緊
急
募
金
に
よ
る
学
生
支
援

・
遠
隔
授
業
に
よ
る
新
学
期
授
業
を
開
始

・
厳
重
な
感
染
対
策
下
に
法
定
業
務
従
事
者
へ
の

健
康
診
断
を
実
施

・
活
動
制
限
レ
ベ
ル
を
段
階
的
に
緩
和

・
感
染
防
止
計
画
を
提
出
す
る
許
可
制

と
し
た
上
で
課
外
活
動
を
段
階
的
に
再
開

・
遠
隔
授
業
を
中
心
に
、講
義
、演
習
、実
験
・

実
習
の
一
部
を
対
面
授
業
と
し
後
期
授
業
開
始

・「
は
な
れ
て
つ
な
ぐ
」コ
ン
ペ
開
催

・
神
戸
大
学 W

ith COVID-19

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
新
型
コ
ロ
ナ
と
共
存
す
る
社
会
を
考
え
る
」開
催

・「
感
染
拡
大
予
防
講
習
会
」の
W
e
b
配
信

・
課
外
活
動
の
全
面
中
止

・
新
入
生
健
康
診
断
を
分
散
型
の
完
全
予
約
制

で
実
施

・
試
験
会
場
の
感
染
症
対
策
や

体
調
不
良
者
の
救
護
を
実
施

・
卒
業
旅
行
・
謝
恩
会
の
自
粛
要
請

・
個
別
学
力
検
査（
入
学
試
験
）実
施

・
ノ
エ
ス
タ
神
戸
に
お
け
る
ワ
ク
チ
ン

大
規
模
接
種
に
医
療
従
事
者
を
派
遣

・
対
面
授
業
か
ら
遠
隔
授
業
へ
切
り
替
え

・
職
域
接
種
の
実
施

・
令
和
３
年
度  

新
入
生
健
康
診
断
を

完
全
予
約
制
で
密
を
避
け
て
施
行

・
令
和
３
年
度
・
令
和
２
年
度
入
学
者
へ
の

入
学
式
を
二
部
制
で
挙
行

・
学
部
・
修
士
学
位
記
・
博
士
学
位
記
　

授
与
式
を
人
数
を
限
定
し
て
挙
行



読者の皆様へアンケートのお願い ̶ 抽選で3名様に  ”うりぼーグッズ詰め合わせ”  プレゼント！

日々更新中！ 公式  Twitter
@KobeU_PR

公式  Facebook
神戸大学 _ Kobe University

公式 YouTube
神戸大学公式チャンネル［Kobe University］

You
Tube

公式Instagram
kobe_university

神戸大学広報誌『風』17号をお読みになっての感想をお聞かせください。今後の誌面作りの参考にさせていただきます。

WEBフォームもありますのでスマホから今すぐアクセス !
ppr-kouhoushitsu@of f ice.kobe-u.ac.jp

※ご職業、年齢を書き添えていただけると幸いです。

同窓会・学友会・育友会

アラムナイ

　神戸大学の募金活動は、創立の起点とする神戸高等商業学

校まで遡り、地域の皆さまからのご支援、在校生の助け合い精

神、卒業生と教職員の母校愛によって育まれてきたものです。

　同校が開学して3年目、1905（明治38）年12月25日に、在校生

約470人のうち約100人が住む下宿2棟が全焼し、冬休みで人

的被害などはなかったものの多くが困難を強いられました。

民間の仮設寄宿舎は手狭で不満が多かったため、学校が隣地

の畑約1,100坪を敷地として購入し、同窓会が建設費用を負担

して新寄宿舎を建てることになりました。

　これに応じた近隣の篤志家（第1期卒業生の保護者）が低利子

で25,000円を貸与し、その返済に在校生・卒業生・教職員からの

拠出金を充当しました。拠出金は毎月1口1円など4種類で、開

始直後に227人から464口の申込がありました。

　立派な寄宿舎は1912（明治45）年4月に完成、建設費用は

25,249円29銭で、予算

オーバー分は4人の同窓

会員が寄附したとありま

す。創立直後、学修と生

活の環境を整えるため

に、学内外が一丸となっ

て助け合ったことがよく

わかるエピソードです。

今につながる神戸大学基金の源流
～罹災学生のための寄宿舎建設～

Mini News
Webオープンキャンパス特設サイトを公開！

　今年度のオープンキャンパスは、昨年度に引き続き

Webを中心に開催します。

　動画配信による学部紹介や模擬授業、オンライン相

談会など、さまざまなコンテンツをご用意していま

す。特設サイトにて日々情報を更新していますので、

ぜひチェックしてみてください。

2021年度 新任理事の紹介

楠キャンパスに
福利厚生施設整備運営事業が決定

　このたび神戸大学15代学長に藤澤正人先生（医学部医学科昭和

59年卒）が就任されました。神緑会はじめ各同窓会、また、

同窓会の連合体である神戸大学学友会とも強い連携を取り、

神戸大学基金だより

一般社団法人 神緑会（医学部医学科同窓会）

神 戸 大 学 基 金神 戸 大 学 基 金 検 索
※神戸大学基金へのご寄附は、確定申告を行っていただくと税制上の優遇措置を受けることができます。

※神戸大学基金については、ホームページもご参照ください。

神 戸 大 学 神 緑 会神 戸 大 学 神 緑 会 検 索

神戸大学創立120周年を機に大学の研究教育や社会貢献が

一段と進展するため卓越された手腕を発揮されますことを期待

しております。

　医学部、医学研究科、ならびに、附属病院等は昨年からは新型

コロナウイルス感染症の影響により、大変な重責を担って奮闘

されておりますが、神緑会としても数々の行事を延期せざるを

得なかったのは残念です。

　そんな中、令和3年を迎え、楠キャンパスに福利厚生施設

整備運営事業の実施が決まりました。神緑会館は福利厚生棟

改修工事のため一時使用不可能な状態になり、神緑会事務局

も8月に仮移転いたします。新しい福利厚生施設は令和5年5月

に完成予定です。どうぞご期待ください。

福利厚生施設完成予想図

※一般社団法人神緑会は、神戸大学医学部医学科（前身校含む）卒業生を主体とした同窓会組織です。
昭和19年の医学専門学校の発足後、昭和28年に同窓会が組織され、平成23年に一般社団法人に移行
しました。主に、研究調査及び医学知識の啓発・普及などの社会貢献と同窓生同士の交流や、神戸大学
医学部支援を行っています。

Mini News / 新任理事の紹介 2223 神戸大学基金だより / アラムナイ

理事 事務局長
財務・施設・環境
吉 田    潔    
　　　　YOSHIDA  Kiyoshi

理事 副学長
企画・人事・総務
木 戸  良 明   
　　　KIDO  Yoshiaki 

理事 副学長
大学改革・デジタル化・評価

中 村    保    
　　　NAKAMURA  Tamotsu

藤澤新学長のもと、新たに6名の理事が就任しました。

理事の経歴
メッセージは
こちらから。

理事 副学長
広報・基金・情報・リスク管理
奥 村    弘    
　　　 OKUMURA  Hiroshi

理事 副学長
教育・グローバル

大 村  直 人  
　　　OHMURA  Naoto

理事 副学長
研究・社会共創・イノベーション

河 端  俊 典   
　　　KAWABATA  Toshinori

受験生応援サイト
神戸大学受験生ナビ

オープンキャンパスの情報は

  こちらから。

寄宿舎（正面側。現在葺合高校付近）
学友会報第59号（明治45年6月号）より


